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研究成果概要 
宇宙線研究所が建設を進めてきた重力波検出器 KAGRA は，2019 年中の観測運転を目
指して構築が進められている．この観測は LIGOと Virgoの第 3回観測運転と同時に行
われることになる．KAGRA の重力波源は，コンパクト連星合体，超新星爆発などのバ
ースト重力波，パルサーからの周期的重力波，背景重力波に分けられる．データ解析方

法がそれぞれ異なるため，それぞれに対応した解析パイプラインが必要になる．今年度，

我々は以下の解析パイプラインの開発整備を順調に進めた． 

1. コンパクト連星合体探査（オフラインパイプライン，Low	 latencyパイプライ

ン，パラメータ推定）	

2. バースト探査(Short	Fourier	Transform,	Wavelet,	Q-transform)	

3. 連続波探査(LALをベースにしたパイプライン)	

4. 背景重力波探査(ラジオメトリ探索)	

5. その他(Hilbert-Huang変換，Non-Harmonic	Analysisなど)	

その他の解析手法として，重力波解析では用いられていない時間周波数解析方法である

Non-Harmonic Analysis(NHA)を重力波解析に用いるための基礎的な研究も行った．そ
の結果，連星合体信号のような周波数変化する信号については，帯域毎に窓長を変化さ

せることが有効であることなどを確認した[1][2]．また，連星ブラックホール合体信号を
NHAで解析した場合の，matched filter SNR = 10程度でも信号の同定が可能であり，
更に決定される瞬時周波数の精度はmatched filter SNR=10で 3Hzから 6Hzであるこ
とが分かった．これらは，単純な Short Time Fourier Transformによるスペクトログ



ラムより遙かに良い結果である．更に，公開されている LIGO-Virgoで検出された連星
ブラックホールや連星中性子星合体信号を含む検出器データに対して NHA 解析を行っ
た．その結果，GW170817のような，ノイズに対する信号の振幅が余り大きくない場合
でも，信号を時間周波数面状にきれいに表示出来ることを demonstrationした[3]． 
また，LIGO によって検出された連星中性子星合体信号 GW170817 のベイズ推定によ
る独自の再解析を行った．その結果，LIGO Hanrodと LIGO Livingstonを個別に解析
した場合の中性子星の潮汐変形率の事後確率分布のピークの位置が大きく異なることを

見いだした．それは LIGO論文でも見いだされていない知見であった[4]． 
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